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磐城国道事務所のみちづくりのテーマは、

よりいきいきと暮らせる浜通りの実現に向け、安全・安心の

確保をベースとしつつ、暮らしやすさや特色ある地場の観光、

産業などの高い発展可能性を生かした地域づくりの推進や

エリアを越えた広域交流、地域連携の支援です。

そのため、地域の皆さまの声をお聞きしながら、

「真に必要な道路整備」にともに取り組んでまいります。

磐城国道事務所のみちづくりのテーマは、

よりいきいきと暮らせる浜通りの実現に向け、安全・安心の

確保をベースとしつつ、暮らしやすさや特色ある地場の観光、

産業などの高い発展可能性を生かした地域づくりの推進や

エリアを越えた広域交流、地域連携の支援です。

そのため、地域の皆さまの声をお聞きしながら、

「真に必要な道路整備」にともに取り組んでまいります。

いきいきと
安心して暮らせる
浜通りのために
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　  浜通り地域は、南北に１３市町村が連なり、生活圏中心都市が分散していますが、東日本大

震災の影響により、避難を余儀なくされている地域があります。

　  磐城国道事務所では、福島県が策定した「ふくしま道づくりプラン」とも整合を図りながら、

中通り地域との連携・交流を促進し、復興を支援するため、一般国道６号、４９号、１１５号

相馬福島道路及び３９９号十文字改良の道路整備を推進します。
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●安全な暮らしと命を守る
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浜通り軸（いわき）

●連携・交流を促進し、
　 地域を活性化

●快適で豊かな暮らしを
　 もたらす

●日々の暮らしを支える

横断道軸（いわき～郡山）

349白白白白河市白河市白河市

●連携・交流を促進し、
　 地域を活性化

●日々の暮らしを支える

141114411141414

復興復興 東日本大震災　復旧から復興へ東日本大震災　復旧から復興へ

帰還困難区域

居住制限区域

避難指示解除準備区域

平成26年10月１日時点
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浜通りの特性を考慮した地域づくりを支援するみちづくりを進めています。

みちづくりの基本方針みちづくりの基本方針

※1「ふくしま道づくりプラン（震災計画対応版）」は、福島県の特性や地域ごとに開催した懇談会でのご意見等を踏まえ、新しい時代にふさわしい道づくりのあり方を示すために

　  福島県が策定したものです。　

ふくしまの道づくり

ふくしま道づくりプラン
（震災計画対応版）※1

磐城国道事務所磐城国道事務所

５つの基本方針

　　福島県が策定した「ふくしま道づくりプラン」とも整

合を図りながら、一般国道６号、４９号、１１５号相

馬福島道路及び３９９号十文字改良の道路整備を促進

します。

（２）地域間の連携・交流を支え
　　　地域力を高める道づくり

（１）広域的な連携・交流を支え
 　　  県土の活力を高める道づくり

（３）都市・地域・まちづくりを
　　　支える道づくり

●活力

（５）雪や寒さから
　　　　　　暮らしを守る道づくり

（４）安全に安心して暮らせる
　　　道づくり

●安全

（６）既存施設の長寿命化と
　　　　　　適切な維持管理による道づくり

●管理

（７）人にやさしく、快適な環境
　　　形成のための道づくり

●暮らし

（８）自然にやさしく、地域の
　　　　　　歴史や伝統文化、風土に
　　　　　　根差した道づくり

●環境

●連携・交流を促進し、地域を活性化する道づくり

勿来バイパス 常磐バイパス 久之浜バイパス

北好間改良平バイパス 十文字改良

　　中通り地域との連携・交流を促進し、復興を支援す

るため、高規格道路（相馬福島道路）の整備及び高

速道路ICや重要港湾とのアクセス強化を促進します。

●安全な暮らしと命を守る道づくり

　　市街地の交差点での事故や片側１車線区間での無

理な追越による事故が発生していることから、「事故

ゼロプラン」に基づき、交差点改良等の交通事故対策

を推進します。

阿武隈東道路 相馬西道路

道路構造物の予防保全

●日々の暮らしを支える道づくり

　　橋梁やトンネルなどの道路構造物の長寿命化を図る

ため、計画的に補修・補強を推進します。

　　道路を安全に利用できるように、経常的に維持・修

繕を実施し、一般国道６号・４９号を管理します。

道路管理

●快適で豊かな暮らしをもたらす道づくり

　　小学生児童等の歩行者や自転車利用者の安全を確

保するため、自転車歩行者道の整備を推進します。

江之網歩道

小川地区交差点改良

●環境と調和した道づくり

　　阿武隈東道路は、阿武隈の山里風景のなかに、あ

たかもはじめから予定されていた道路のように、景観

に配慮した整備を推進します。



3.11浸水エリア3.11浸水エリア3.11浸水エリア

異常気象時
通行規制区間

L=7.5㎞

異常気象時
通行規制区間

L=7.5㎞

異常気象時
通行規制区間

L=7.5㎞

特殊通行
規制区間

L=11.5㎞

特殊通行
規制区間

L=11.5㎞

特殊通行
規制区間

L=11.5㎞

宮城県

福島県福島県

相馬港

山元町山元町

新地町新地町

丸森町丸森町

白石市白石市

国見町国見町桑折町桑折町

伊達市伊達市

東北中央自動車道

東北中央自動車道

南相馬市南相馬市
飯館村飯館村

葛尾村葛尾村田村市田村市
本宮市本宮市

二本松市二本松市

川俣町川俣町

東
北

   

自
動
車
道

東
北

   

自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

相馬市

福島市

福
島
交
通

   

飯
坂
線

福
島
交
通

   

飯
坂
線 福島

飯坂IC
福島
飯坂IC

(仮)福島JCT(仮)福島JCT

（仮)大笹生IC（仮)大笹生IC

（仮)新地IC（仮)新地IC

国見IC国見IC

福島西IC福島西IC

二本松IC

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

東
北
本
線

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

東
北
新
幹
線

６６

113

６６

４

13

13

４

115115

349

相馬IC相馬IC

福
島
県
伊
達
市
霊
山
町
下
小
国

福
島
県
伊
達
市
霊
山
町
下
小
国

ふ
く
し
ま
け
ん
だ
て
し
り
ょ
う
ぜ
ん
ま
ち
し
も
お
ぐ
に

ふ
く
し
ま
け
ん
だ
て
し
り
ょ
う
ぜ
ん
ま
ち
し
も
お
ぐ
に

一般国道１１５号　相馬福島道路　L= 約４５㎞一般国道１１５号　相馬福島道路　L= 約４５㎞

霊山～福島

L=12.2km

霊山～福島

L=12.2km

相馬西道路

L=6.0 ㎞

相馬西道路

L=6.0 ㎞福
島
県
相
馬
市
山
上

福
島
県
相
馬
市
山
上

ふ
く
し
ま
け
ん
そ
う
ま
し
や
ま
か
み

ふ
く
し
ま
け
ん
そ
う
ま
し
や
ま
か
み

平成30年度
供用予定

（
起
点
）
福
島
県
相
馬
市
山
上

（
起
点
）
福
島
県
相
馬
市
山
上

ふ
く
し
ま
け
ん
そ
う
ま
し
や
ま
か
み

ふ
く
し
ま
け
ん
そ
う
ま
し
や
ま
か
み

（
終
点
）
福
島
県
伊
達
郡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桑
折
町
大
字
松
原

（
終
点
）
福
島
県
伊
達
郡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桑
折
町
大
字
松
原

ふ
く
し
ま
け
ん
だ
て
ぐ
ん

ふ
く
し
ま
け
ん
だ
て
ぐ
ん

こ
お
り
ま
ち
お
お
あ
ざ
ま
つ
ば
ら

こ
お
り
ま
ち
お
お
あ
ざ
ま
つ
ば
ら

阿武隈東道路

L=10.7km

阿武隈東道路

L=10.7km

阿武隈東～
阿武隈

L=5.0km

阿武隈東～
阿武隈

L=5.0km 福
島
県
相
馬
市
東
玉
野

福
島
県
相
馬
市
東
玉
野

ふ
く
し
ま
け
ん
そ
う
ま
し
ひ
が
し
た
ま
の

ふ
く
し
ま
け
ん
そ
う
ま
し
ひ
が
し
た
ま
の

福
島
県
伊
達
市
霊
山
町
石
田

福
島
県
伊
達
市
霊
山
町
石
田

ふ
く
し
ま
け
ん
だ
て
し
り
ょ
う
ぜ
ん
ま
ち
い
し
だ

ふ
く
し
ま
け
ん
だ
て
し
り
ょ
う
ぜ
ん
ま
ち
い
し
だ

平成28年度
供用予定

霊山道路

L=12.0km

霊山道路

L=12.0km

異常気象時規制区間

(連続雨量120㎜)L=7.5㎞

異常気象時規制区間

(連続雨量120㎜)L=7.5㎞

特殊通行規制区間

(土砂崩壊)L=11.5㎞

特殊通行規制区間

(土砂崩壊)L=11.5㎞

平成29年度
供用予定

平成29年度
供用予定

(仮)相馬西IC

(仮)阿武隈東IC

(仮)阿武隈IC

(仮)霊山IC

(仮)福島保原線IC

(仮)国道４号IC(仮)福島北JCT

復興支援道路復興支援道路

整備効果整備効果

　相馬福島道路は、常磐自動車道と東北自

動車道を結ぶ約４５㎞の自動車専用道路

（無料）であり、東日本大震災からの早期

復興を図るリーディングプロジェクトとし

て位置づけられています。本道路が復興支

援道路として整備されることにより、被災

地と内陸部の連携が強化され、被災地の復

興を支援することから、早期完成を目指し

て進めてまいります。

福島飯坂IC ⇔ 相馬市役所間
７６分 ⇒ ４１分
（３５分短縮）

▼沿岸３市町から第三次救急医療施設への
搬送割合（H21～H26）

▼輸送経路の変更

国道115号は、
災害等による通行止めが頻発
（通行止１４回／１５年）

相馬港の活用により
２，０００円／ｔ
のコスト削減

沿岸地域（相馬市役所）から
県立医大病院までの所要時間
８０分　⇒　５９分

１．通勤時間が大幅に短縮　  
    福島⇔相馬間が身近に！

・はしご状の高速道路ネットワークを形成し、効率的な
　交通経路の選択可能になります。

２．悪天候や災害時においても寸断
　　させない信頼性を確保

・相馬市～福島市間の緊急輸送道路は国道115号のみで
　あり、落石や豪雪等により寸断されています。

３．救急医療の支援
・急カーブや急勾配の回避により患者への負担が軽減
　され、安全・安心や救急医療を支援します。

４．地域経済を支援
・相馬港を活用した輸送効率化を図り、企業活動の
　活性化を支援します。

通行止めリスク凡例
異常気象時通行規制区間等

通行止めリスク(津波・土砂災害等)

防災上の対策が必要な箇所

沿岸３市町から

第三次救急医療

施設への

搬送割合

いわき方面

（磐城共立病院等）

２％

県県立医大付属病院

７７９％

仙台方面

（仙台市立病院等）

１８％

落石等により寸断された国道

相馬市山上地区（H18年６月）

落石等により寸断された国道

相馬市山上地区（H18年６月）

神戸港→船橋港→
二本松
コスト：高

現在

神戸港→相馬港→
二本松
コスト：安

将来

相馬港

船橋港

神戸港

《 輸送コスト削減の事例 》



【復興支援道路】
　　相双地方から中通り地方へのアクセス向上を
目的として、相馬市山上に延長６.０kmの自動
車専用道路を整備します。

・相双地方～中通り地方への所要時間の　　
　　短縮
・安全性・速達性の向上による高次救急医　
　　療施設６０分圏域の拡大
 （詳しくは１６頁をご覧下さい。）

相馬西道路
一般国道115号 相馬福島道路

一般国道399号

・線形不良区間の解消
・事前通行規制区間の回避
・防災危険箇所の回避
・浜通り地域の交流促進
 （詳しくは１４頁をご覧下さい。）

　　事前通行規制区間や防災危険箇所、未改良区間
の回避により、定時性や速達性の確保を目的とし
て、いわき市小川町上小川に延長３.３km道路を
整備します。

十文字改良

新地町新地町新地町

相馬ＩＣ相馬ＩＣ相馬ＩＣ

南相馬ＩＣ南相馬ＩＣ南相馬ＩＣ

広野ＩＣ広野ＩＣ広野ＩＣ

いわき四倉Ｉ.Ｃいわき四倉Ｉ.Ｃいわき四倉Ｉ.Ｃ

いわき
中央ＩＣ
いわき
中央ＩＣ

いわき
中央ＩＣ

いわき
湯本ＩＣ
いわき
湯本ＩＣ
いわき
湯本ＩＣ

磐
越
自
動
車
道

常
磐

自
動

車
道

いわき
勿来ＩＣ

いわき
中央ＪＣＴ

いわき
中央ＪＣＴ

いわき
中央ＪＣＴ

相馬市相馬市相馬市

南相馬市南相馬市南相馬市

飯舘村飯舘村飯舘村

葛尾村葛尾村葛尾村

浪江町浪江町浪江町

双葉町双葉町双葉町

大熊町大熊町大熊町

富岡町富岡町富岡町
川内村川内村川内村

楢葉町楢葉町楢葉町

広野町広野町広野町

いわき市いわき市いわき市

阿武隈東道路

復興支援道路
相馬福島道路

相馬西道路

久之浜バイパス

常磐バイパス

平バイパス

北好間改良

小川地区交差点改良

いわき
三和ＩＣ

・ボトルネックの解消による交通事故の減少
・越波被害による通行障害の解消
・久之浜地区の交通混雑の緩和・沿道環境
　　の改善
（詳しくは１１頁をご覧下さい。）

　　線形不良区間や狭いトンネルなどの道路構造
上のボトルネックの解消と、主要幹線道路機能
の強化を目的として、いわき市四倉町から同市
久之浜町金ヶ沢までの延長６.０kmの道路を整
備します。

久之浜バイパス
一般国道６号

新地町新地町新地町
新地Ｉ.Ｃ新地Ｉ.Ｃ新地Ｉ.Ｃ

南相馬ＩＣ南相馬ＩＣ南相馬ＩＣ

浪江ＩＣ浪江ＩＣ浪江ＩＣ

常磐富岡ＩＣ常磐富岡ＩＣ常磐富岡ＩＣ

磐
越
自
動
車
道

常
磐

自
動

車
道

相馬市相馬市相馬市

南相馬市南相馬市南相馬市

飯舘村飯舘村飯舘村

葛尾村葛尾村葛尾村

浪江町浪江町浪江町

双葉町双葉町双葉町

大熊町大熊町大熊町

富岡町富岡町富岡町
川内村川内村川内村

楢葉町楢葉町楢葉町

広野町広野町広野町

いわき市いわき市いわき市

相馬西道路

江之網歩道

久之浜バイパス

常磐バイパス

平バイパス

北好間改良

小川地区交差点改良
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・主要幹線道路としての安全性・信頼性の
   向上
 （詳しくは１９頁をご覧下さい。）

連携・交流を促進し、地域を活性化する道づくり

日々の暮らしを支える道づくり

連携・交流を促進し、地域を活性化する道づくり

道路管理

・主要幹線道路としての安全性・信頼性の　　
　　向上
 （詳しくは２０頁をご覧下さい。）

　　パトロールカーや徒歩により道路の巡回を行い、
道路を安全に利用できるように経常的な維持や道
路施設の修繕を実施します。

　　損傷が著しい橋梁やトンネルなどの道路構造物に
ついて、定期的な点検と計画的な補修・補強を実
施することで構造物の長寿命化を推進します。

道路構造物の予防保全

・津波浸水区間の回避
・交通混雑の緩和
 （詳しくは９頁をご覧下さい。）

　　国道６号の茨城・福島県境における津波浸
水区間の回避と渋滞緩和等を目的として、いわ
き市勿来町関田関山から同市勿来町四沢鍵田ま
での延長２.５kmの道路を整備します。

勿来バイパス
一般国道６号

主要な業務の概要

7

快適で豊かな暮らしをもたらす道づくり

・歩行者の安全確保
・高潮時の越波被害の防止
 （詳しくは１８頁をご覧下さい。）

　　狭い歩道が片側にしかなく、高潮時には越波被
害も発生していることから、通行機能の確保と歩
行者の安全確保を目的として、波返しと歩道を整
備します。

江之網歩道
一般国道６号

【復興支援道路】
　　線形不良区間や通行規制区間の解消を目的
として、相馬市山上から同市東玉野までの延長
１０.７kmの自動車専用道路を整備します。

・線形不良区間の解消による交通事故の減少
・通行規制区間の解消による信頼性の向上
・安全性・速達性の向上による高次救急医療
　　施設６０分圏域の拡大
 （詳しくは１５頁をご覧下さい。）

阿武隈東道路
一般国道115号 相馬福島道路

・いわき市北西部～総合磐城共立病院（３
　　次救急医療施設）までの所要時間の短縮
・いわき市内の交通混雑の緩和・沿道環境　
　　の改善
 （詳しくは１２頁をご覧下さい。）

　　いわき市内の交通混雑の緩和と主要幹線道
路機能の強化を目的として、いわき市常磐上矢
田町から同市好間町北好間までの延長７.７km
を４車線に整備します。

平バイパス
一般国道49号

・線形不良区間の解消による交通事故の減少
・いわき市北西部～いわき中央IC間の所要時 
　　間の短縮
・北好間地区の交通混雑の緩和・沿道環境
　　の改善
 （詳しくは１３頁をご覧下さい。）

　　いわき中央ＩＣ入口交差点の渋滞緩和と、
急勾配・急カーブの続く区間の交通事故の削
減を目的として、いわき市好間町北好間に延長
２.２kmの道路を整備します。

北好間改良
一般国道49号

・小名浜港～いわき勿来IC間の所要時間の
   短縮
・いわき市南部～総合磐城共立病院（３次
　　救急医療施設）までの所要時間の短縮
・いわき市内の交通混雑の緩和・沿道環境
   の改善
 （詳しくは１０頁をご覧下さい。）

　　いわき市内の交通混雑の緩和と主要幹線道
路機能の強化を目的として、いわき市勿来町四
沢から同市平下神谷までの延長２７.７kmを４車
線に整備します。

常磐バイパス
一般国道６号

安全な暮らしと命を守る道づくり

・交通事故の減少
・歩行者の安全確保
 （詳しくは１７頁をご覧下さい。）

　　右折車線のない交差点部は、右折待ち車両に直
進車両が阻害され追突事故等が発生していること
から、交通の円滑化と歩行者の安全確保を目的と
して、右折車線と歩道を整備します。

小川地区交差点改良
一般国道６号

勿来バイパス

十文字改良

阿武隈東道路

復興支援道路
相馬福島道路



▲交通渋滞状況

▲津波浸水状況

勿来バイパス勿来バイパス
な こそ

一般国道６号

　茨城・福島県境における津波浸水区間の回避と渋滞緩和等を目的として、茨城県北茨城市関本町関本中から福島県い

わき市勿来町四沢鍵田までの延長４.４㎞のうち、福島県内のいわき市勿来町関田関山から同市勿来町四沢鍵田までの

延長２.５㎞の道路を整備します。

茨城・福島県境の津波浸水

調査設計等の推進

主要幹線道路としての安全性・信頼性の向上

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

・津波浸水等の災害リスクを回避するネットワークが確保できます。

観光地再生
・渋滞の緩和、アクセス改善により、未だ回復途上にある茨城・福島県境沿岸
   地域の観光地再生が期待されます。

完成予定

・平成23年3月11日の東日本大震災において津波浸水により通行止めが発生し、
   主要幹線道路としての信頼性の低下が問題となっています。

茨城・福島県境の交通混雑
・茨城・福島県境付近の交通容量が不足し、慢性的な交通渋滞が問題となっています。

・路線測量等を推進します。

事業着手後、概ね１０年程度を目指します。
（完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定）

せきもとちょうせきもとなか

なこそまち　しさわ  　かぎだ なこそまち　しさわ  　かぎだなこそまち　せきた   せきやま

至至 仙台
海岸線方向⇒

浸水範囲

津波浸水深
０．５ｍ

平成 ２７ 年度　事業着手

■事業経緯

勿来バイパス　Ｌ＝４.４km

茨城県区間

Ｌ＝１.９km

茨城県区間

Ｌ＝１.９km

福島県区間

Ｌ＝２.５km

福島県区間

Ｌ＝２.５km

おおつこう

なこそ

いわき
勿来IC

ＪＲ常磐線

常磐自動車道

勿
来
浅
川
線

至：水戸

至：仙台

平潟小学校

勿来第二中学校

太平洋

常北中学校

御城前交差点御城前交差点御城前交差点

いわき市

福島県

北茨城市

茨城県

茨
城
県
北
茨
城
市
関
本
町
関
本
中

茨
城
県
北
茨
城
市
関
本
町
関
本
中

い
わ
き
市
勿
来
町
関
田
関
山

い
わ
き
市
勿
来
町
関
田
関
山

い
わ
き
市
勿
来
町
四
沢
鍵
田

い
わ
き
市
勿
来
町
四
沢
鍵
田

主

主  日立いわき線

主  常磐勿来線

主  

塙
大
津
港
線

一  

山
根
大
津
港
線

勿来バイパス

平潟
トンネル
平潟
トンネル
平潟
トンネル

１１,０００

３,５００ ２,５００３,５００750 750

１１,０００

３,５００ ２,５００３,５００750 750

連携・交流を促進し、地域を活性化する道づくり
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常磐バイパス　Ｌ＝２７.７km

４車線供用済

Ｌ＝６.０km

４車線供用済

Ｌ＝６.９km

４車線供用済

Ｌ＝３.９km

勿来錦第一
土地区画
整理事業

いわき中央I.C
入口交差点
いわき中央I.C
入口交差点
いわき中央I.C
入口交差点

H２７供用予定

い
わ
き
市
勿
来
町
四
沢

い
わ
き
市
平
下
荒
川

い
わ
き
市
平
下
神
谷

い
わ
き
市
錦
町
雷

い
わ
き
市
泉
町
下
川

い
わ
き
市
泉
滝
尻

い
わ
き
市
佐
糠
町
碇
田

４車線化

Ｌ＝６.０km

H２９供用予定
４車線
供用済

Ｌ＝１.３km

４車線化

Ｌ＝ ２.８km４車線化

Ｌ＝ ０.８km

H２９供用予定

不動橋不動橋不動橋
中山こ道橋中山こ道橋中山こ道橋

菅波大橋菅波大橋菅波大橋

夏井甲塚こ道橋夏井甲塚こ道橋夏井甲塚こ道橋

夏井川橋夏井川橋夏井川橋

神谷こ道橋神谷こ道橋神谷こ道橋

蛭田川橋蛭田川橋蛭田川橋

鮫川大橋鮫川大橋鮫川大橋
植田こ道橋植田こ道橋植田こ道橋

佐糠橋佐糠橋佐糠橋
佐糠こ道橋佐糠こ道橋佐糠こ道橋
東田こ道橋東田こ道橋東田こ道橋

中ノ作橋中ノ作橋中ノ作橋

宮ノ下高架橋宮ノ下高架橋宮ノ下高架橋
六枚内高架橋六枚内高架橋六枚内高架橋

下川こ道橋下川こ道橋下川こ道橋
新泉橋新泉橋新泉橋

泉こ道橋泉こ道橋泉こ道橋
泉こ線橋泉こ線橋泉こ線橋

南富岡
トンネル
南富岡
トンネル
南富岡
トンネル

南富岡橋南富岡橋南富岡橋

住吉高架橋住吉高架橋住吉高架橋 金成川橋金成川橋金成川橋

三沢大橋三沢大橋三沢大橋

戸ノ作橋戸ノ作橋戸ノ作橋

松久須根大橋松久須根大橋松久須根大橋

獺沢橋獺沢橋獺沢橋

上荒川こ道橋上荒川こ道橋上荒川こ道橋
久世原
トンネル
久世原
トンネル
久世原
トンネル

４車線化工事の推進

アクセス性向上

いわき市街地の交通混雑

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

■事業経緯

・交通渋滞の緩和により、勿来地区から平地区まで所要時間が４９分→３４分に
   短縮されます。（３次救急医療施設である磐城共立病院へのアクセスも向上）
・物流、観光拠点である小名浜港周辺から常磐自動車道いわき勿来Ｉ.Ｃまでの所
   要時間が２２分→約１８分に短縮されます。

　※事業効果（予測）は、平成２０年度当初を現況とし、平成２９年度全線４車線供用後の効果
　　を予測したものです。

・いわき市街地の交通混雑がひどく、沿道環境の改善が必要です。平成１２年３月    
  に全線暫定２車線で供用しましたが、その後も主要箇所での渋滞が問題となって
  います。

・橋梁工事と改良舗装工事を推進します。

　いわき市内の交通混雑の緩和と主要幹線道路機能の強化を目的として、いわき市勿来町四沢から同市平下神谷までの

延長２７.７kmを４車線に整備します。

昭和４１年度　事業着手　　　　　　　　　　　　

昭和４３年度　用地着手

昭和４４年度　工事着手

平成１２年度　全線供用（２車線暫定供用）

平成１３年度　住吉交差点立体化

平成１４年度　上矢田交差点立体化

▲交通渋滞状況

▲建設中の植田こ道橋

２５,０００

３,０００ ３,０００

３,０００

１３,０００

７,０００ ７,０００

７,０００

２,０００１,５００ １,５００

１,５００１,５００

なこそまち しさわ たいらしもかべや

●いわきサンシャインロード常磐バイパス常磐バイパス
じょう ばん

一般国道６号

平成２７年度供用
平成２９年度供用
平成２９年度供用

供用予定（４車線化）

いわき市錦町雷～佐糠町碇田（L=２．８㎞）

いわき市勿来町四沢～錦町雷（L=０．８㎞）

いわき市平下荒川～平下神谷（L=６．０㎞）

　※供用予定については、事業進捗等により今後、変更する場合があります。

たいらしもあらかわ たいらしもかべや

にしきまち  いかづち

なこそまちしさわ にしきまち  いかづち

さぬかまちいかりた

連携・交流を促進し、地域を活性化する道づくり
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平成   元 年度　事業着手

平成   ７ 年度　用地着手、工事着手

平成 １０ 年度　一部供用開始（久之浜町久之浜～久之浜町金ヶ沢）

工事の推進

線形不良や狭いトンネル

現在の問題

平成２７年度 実施内容

■事業経緯

　いわき市久之浜地区における線形不良区間や狭隘トンネルなどの道路構造上のボトルネックの解消と、主要幹線道

路機能の強化を目的として、いわき市四倉町から同市久之浜町金ヶ沢までの延長６.０kmの道路を整備します。

・いわき市久之浜地区は一部の道路線形が悪く、国際海上コンテナ車両の通行に
   支障となるトンネルがあるなど道路構造に問題があります。

・越波や線形不良によるセミトレーラーの横転事故により、たびたび全面通行止が
   発生しており、信頼性に問題があります。

・改良舗装工事を推進します。

越波･事故による通行止めが発生

きょうあい

ひさのはままちよつくらまち かねがさわ

▲波立トンネルの状況

久之浜バイパス久之浜バイパス
ひさ　    　　　の    　　　　はま

一般国道６号

平成２７年度供用

供用予定

　※供用予定については、事業進捗等により今後、変更する場合があります。

いわき市四倉町字六丁目～久之浜町久之浜字連郷（L=３．７㎞）
よつくらまち ひさのはままち ひさのはま れんごう

事業効果（予測）

主要幹線道路としての安全性・信頼性の向上
・大型車が久之浜バイパスを走行することで、現道のすれ違い困難箇所（江之
   網・波立トンネル）が解消され、交通事故が減少します。
・久之浜バイパスを走行することで、津波による交通障害が解消されます。

久之浜市街地の沿道環境の改善
・久之浜市街地の通過時間が１０分→約６分に短縮し、久ノ浜駅入口交差点の
   渋滞が解消されます。
　※事業効果（予測）は、平成２２年度当初を現況とし、平成２７年度全線２車線供用後の効果
　　を予測したものです。

H２７供用予定H２７供用予定

久之浜バイパス　Ｌ＝６.０km

２車線供用済

Ｌ＝２.３km

整備区間

Ｌ＝３.７km

江之網橋江之網橋江之網橋
新波立トンネル新波立トンネル新波立トンネル

久之浜こ線橋久之浜こ線橋久之浜こ線橋
古内橋古内橋古内橋

連郷大橋連郷大橋連郷大橋 新大久川橋新大久川橋新大久川橋

※整備区間のトンネルや橋梁の名称は仮称です。

▲建設中の久之浜バイパス

11

連携・交流を促進し、地域を活性化する道づくり



平バイパス　　Ｌ＝７.７km

４車線供用済
Ｌ＝４.４km

４車線
供用済

４車線化
Ｌ＝２.０km

Ｌ＝１.３km

Ｌ＝２.０km

H２８
供用予定

い
わ
き
市
好
間
町
北
好
間

い
わ
き
市
常
磐
上
矢
田
町

い
わ
き
市
内
郷
御
厩
町

い
わ
き
市
平
上
荒
川

熊
谷
橋

新
町
田
橋

御
台
境
橋 内

郷
高
架
橋

み
ま
や
徳
姫
こ
道
橋 五

郎
内
橋

五
郎
内
ト
ン
ネ
ル

上
荒
川
橋 上

荒
川
ト
ン
ネ
ル

林
作
こ
道
橋

草
木
橋 松久須根大橋

獺沢橋

上荒川こ道橋

久世原トンネル

不動橋

菅波大橋

中山こ道橋

いわき中央IC
入口交差点

いわき
中央IC

常
磐
自
動
車
道

番匠地
交差点

上矢田
交差点

いわき
ニュータウン

いわき好間中核
工業団地

至
郡
山

至仙台

至東京

いわき市役所

一　
下
高
久
谷
川
瀬
線

一　

高
久
鹿
島
線

主　
小
名
浜
平
線

平
バ
イ
パ
ス

供用予定（４車線化）

慢性的な交通渋滞

４車線化工事の推進

アクセス性向上

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

・上矢田交差点からいわき中央ＩＣまでの所要時間が１６分→約９分に短縮されます。
（常磐自動車道から３次救急医療施設である磐城共立病院へのアクセスも向上）

・トンネル工事を推進します。

・平バイパスはいわき好間中核工業団地へのアクセス道路ともなっているため、
   ２車線で供用している区間の交通容量が不足し、慢性的な交通渋滞が問題と
   なっています。

　常磐バイパスと一体となって、いわき市内の交通混雑の緩和と主要幹線道路機能の強化を目的として、いわき市常磐

上矢田町から同市好間町北好間までの延長７.７kmを４車線に整備します。
かみやだまち

じょうばん

よしままち きたよしま

昭和５６年度　事業着手

昭和５８年度　用地着手

昭和５９年度  工事着手

平成  ７ 年度　全線供用（２車線暫定供用）

平成１２年度　番匠地交差点立体化

平成１４年度　上矢田交差点立体化

■事業経緯

▲交通渋滞状況

平バイパス平バイパス

３,０００ ３,０００

３,０００

１３,０００

７,０００ ７,０００

７,０００

２,０００１,５００ １,５００

１,５００１,５００

２５,０００

たいら

一般国道４９号

▲建設中の五郎内トンネル
平成２８年度供用 いわき市平上荒川～内郷御厩町（L=２．０㎞）

うちごうみまやまちたいらかみあらかわ

　※供用予定については、事業進捗等により今後、変更する場合があります。

　※事業効果（予測）は、平成２０年度当初を現況とし、平成２８年度全線４車線供用後の効果
　　を予測したものです。
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北好間改良

好間第三小

北好間改良

整備区間

Ｌ＝２.２km

いわき中央ＩＣ

至郡山

い
わ
き
市
好
間
町
北
好
間
字
猪
ノ
鼻

い
わ
き
市
好
間
町
北
好
間
字
清
水

いわき中央IC
入口交差点

常
磐
自
動
車
道

小
名
浜
小
野
線

平
バ
イパ
ス

いわき好間中核
工業団地

主

いわき市

至いわき
　市街地

北好間改良北好間改良
一般国道４９号

平成 ２３ 年度　事業着手

設計と用地取得の推進

アクセス性向上

いわき中央ＩＣ入口交差点での渋滞や事故の発生

現在の問題

平成２７年度 実施内容　

事業効果（予測）

■事業経緯

・北好間改良により、北好間地区の渋滞が緩和し、いわき中央ＩＣ入口交差点の通
  過時間が８分→約３分に短縮されます。

・北好間地区は、物流や通勤交通が集中するため、いわき中央ＩＣ入口交差点付近  
   で著しい渋滞が発生しています。

線形不良区間に起因する事故の発生
・線形不良区間は、急な下り坂や急カーブがあり、スピードを抑えきれずに正面衝   
  突や路外逸脱となる事故が発生しています。

・詳細な設計と用地の取得を推進します。

主要幹線道路としての安全性・信頼性の向上
・急勾配や急カーブ（４箇所）を回避するルートを形成し、安全性が向上します。

　いわき中央ＩＣ入口交差点の渋滞緩和と、急勾配・急カーブの続く区間の交通事故の削減を目的として、

いわき市好間町北好間に延長２.２kmの道路を整備します。

▲北好間地区の交通渋滞状況

▲線形不良に伴う交通事故の状況

よしままち きたよしま

供用予定

事業着手後、概ね１０年程度を目指します
（完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定）

　※事業効果（予測）は、平成２０年度当初を現況とし、北好間改良全線２車線供用後の効果
   　を予測したものです。

きた よし ま
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１１,０００

３,５００２,５００ ３,５００ 750750



十文字改良
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（完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定）

十文字改良十文字改良

交通の妨げとなる未改良区間

調査設計と工事等の推進

定時性・速達性の向上

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

・未改良区間の回避により、住民生活等における安心・安全な交通が確保
   されます。
・東日本大震災に伴う原子力災害からの、避難解除等区域の復興・再生を
   支援します。

・線形不良及び幅員狭小区間が連続しており、車両のすれ違いが困難となって
   います。

豪雨時には落石の可能性がある通行規制区間
・落石の危険箇所が多数存在しており、過去にもたびたび全面通行止めが発生
   しています。

・詳細な設計と改良工事等を推進します。

　事前通行規制区間や防災危険箇所、未改良区間の回避により、住民生活等における定時制や速達性の確保を目的とし

て、いわき市小川町上小川に延長３．３㎞の道路を整備します。

▲すれ違い困難状況

▲点在する落石危険箇所

じゅう　　　　　もん　　　　　　じ

一般国道399号

事業着手後、概ね１０年程度を目指します。

供用予定

７,５００

３,０００３,０００ 750750

土工部

平成 ２７ 年度　事業着手

■事業経緯

十文字工区　Ｌ＝６.２km

福島県施工区間

Ｌ＝２.９km

福島県施工区間

Ｌ＝２.９kmＪＲ磐越西線

至：いわき市

至：川内村

いわき市

福島県

い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川

い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川

い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川

い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川

い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川
茱
萸
平

い
わ
き
市
小
川
町
上
小
川
茱
萸
平

十文字改良

Ｌ＝３.３km

十文字改良

Ｌ＝３.３km

一  

上
戸
渡
広
野
線

399

おがわまちかみおがわ

７,０００

３,０００３,０００ 500500

トンネル部



相馬福島道路
（阿武隈東道路）

阿武隈東道路阿武隈東道路
一般国道115号

相馬福島道路

▲特殊通行規制区間での災害状況
・トンネル工事を推進します。

平成１６年度　事業着手

平成１８年度　用地着手

平成１９年度　工事着手

安全性・速達性の向上

線形不良区間に起因する事故の発生

豪雨時には落石の危険性がある特殊通行規制区間

工事の推進

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

■事業経緯

・狭隘・線形不良区間や落石の危険箇所が解消され、交通事故が減少します。
・安全性・速達性の向上により、高次救急医療施設への６０分圏域が拡大します。

・現道は、急カーブや急勾配といった道路線形の悪い山道を通る区間が多く、交    
   通事故が多発しています。

・落石の危険箇所が多数存在しており、過去にもたびたび全面通行止めが発生し
   ています。

▲建設中の楢這橋

　東日本大震災からの相双地方における早期復興リーディングプロジェクトとして早急に整備する事業で、線形不良区間

や通行規制区間の解消を目的として、相馬市山上から同市東玉野までの延長１０.７kmの道路を整備します。
そうま やまかみ ひがしたまの

供用予定

あ　　 　ぶ　　　く　ま ひがし

(仮)阿武隈東ＩＣ

特殊通行規制区間特殊通行規制区間

１１.５km１１.５km

H28供用予定

Ｌ＝１０.７km

阿武隈東道路阿武隈東道路

※トンネルや橋梁の名称は仮称です。

楢這トンネル荻平トンネル

松ヶ房トンネル

玉野トンネル

至福島市

相
馬
市
東
玉
野

相
馬
市
東
玉
野

相
馬
市
山
上

相
馬
市
山
上

至相馬
　市街地

玉野川橋

宇田川橋

荻平橋

西楢這橋

楢這橋

東楢這橋

物倉橋

胴切橋

(仮)相馬西ＩＣ

復興支援道路

平成２８年度供用　相馬市山上～相馬市東玉野（L=10.7㎞）
　※供用予定については、事業進捗等により今後、変更する場合があります。
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相馬福島道路
（相馬西道路）
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相馬市

丸森町
そ
う
ま

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

主 

相
馬
浪
江
線

一 

日
下
石
新
沼
線

一
 相
馬
大
内
線 主

 相
馬
亘
理
線

主  原町海老相馬線

一  山上赤木線

至仙台

至福島市

至東京

常
磐
自
動
車
道

相馬市役所

山上小

H30供用予定

Ｌ＝６.０km

相馬西道路相馬西道路 相
馬
市
山
上

相
馬
市
山
上

相
馬
市
山
上

相
馬
市
山
上

相馬ＩＣ

(仮)相馬西ＩＣ

円渕トンネル

横川高架橋

塩手山トンネル

今田高架橋

荒屋舗橋

相馬西道路相馬西道路
一般国道115号

相馬福島道路

安全性・速達性の不足

用地取得と工事の推進

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

・沿岸部の３市町（南相馬市・相馬市・新地町）は、高次医療の空白エリア（６０分
  カバー人口率：５.１％）となっており、救急搬送の安全性・速達性が不足していま
  す。

・用地の取得及びトンネル工事・橋梁工事・改良工事を推進します。

平成 ２３ 年度　事業着手

平成 ２４ 年度　用地着手、工事着手

■事業経緯

アクセス性向上
・相馬市から東北自動車道間の所要時間が７３分→約３８分に短縮され、相馬
   港の物流機能が強化するとともに、周遊観光の促進に寄与します。
・常磐自動車道と接続し、より速達性が向上することにより、高次救急医療施
   設への６０分圏域が５.１％→２１.４％に拡大します。

▲建設中の横川高架橋

▲冬期の救急搬送状況

　東日本大震災からの相双地方における早期復興リーディングプロジェクトとして早急に整備する事業で、相双地方

から中通り地方へのアクセス向上を目的として、相馬市山上に延長６.０㎞の道路を整備します。
そうま やまかみ

供用予定

そ 　う 　ま に し

※トンネルや橋梁の名称は仮称です。

復興支援道路

　※事業効果（予測）は、平成２２年度当初を現況とし、相馬福島道路全線２車線供用後の  
     効果を予測したものです。

平成３０年度供用　相馬市山上（L=6.0㎞）
　※供用予定については、事業進捗等により今後、変更する場合があります。



一
 赤柴中島線

ＪＲ常磐線

主 相馬亘理線

駒ヶ嶺小

尚英中

新地小

新地町役場
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こまがみね

しんち

一 

金
山
新
地
停
車
場
線

一 新地停
車場釣

師線新地町

整備区間

Ｌ＝４００m

小川地区小川地区
交差点改良交差点改良

至
仙
台

至福島

至東京

９，０００

３，５００ ３，５００ 1,0001,000 ２，５００

交通事故の発生

調査・設計と工事の推進

交通事故の減少

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

・右折車線の整備によって直進車と右折車が分離され、交差点の安全性が向上し、交通事故が
   減少します。

歩行者の安全確保
・歩道が連続するため、車道を横断する必要がなくなり、安全に利用できるようになります。

・右折車線がないため、右折待ち車両に直進車両が阻害され、追突事故等が発生しています。

片側の歩道が未整備
・歩道が連続していないため、車道を横断する必要があり、歩行者の通行に支障をきたしてい
   ます。

・調査・設計と歩道部の工事を推進します。

完成予定

　右折車線のない交差点部は、右折待ち車両に直進車両が阻害され追突事故等が発生しているほか、歩道も一部未整備

となっています。そこで、交通の円滑化と歩行者の安全確保を目的として、「右折車線」と「歩道」を整備します。

小川地区交差点改良小川地区交差点改良
事故ゼロプラン一般国道６号 お がわ

▲交差点部の状況

至福島

至東京

■交差点改良イメージ

■現況横断図

■整備イメージ

１０，５００

２，５００ ３，２５０ ３,０００ ３，２５０ 500500 ２，５００

早期完成を目指します
（完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定）

17

安全な暮らしと命を守る道づくり

小川地区
交差点改良
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快適で豊かな暮らしをもたらす道づくり

久之
浜バ
イパ
ス

江之網歩道

Ｌ＝３７０m

▲海側の歩道が未整備

▲平成１８年１０月の越波状況

２,５００

１：１.５

２,５００ ３,２５０３,２５０ ５００５００

整備箇所

最
大

 Ｈ
=１．６

ｍ
最

大
 Ｈ

=１．６
ｍ

最
大

 Ｈ
=１．６

ｍ

消波ブロック消波ブロック消波ブロック

１：１.５

江之網歩道江之網歩道
え の あみ

一般国道６号

　現在は、狭い歩道が片側にしか整備されていないため、歩行者の通行に支障をきたしているほか、高潮時には越波被害

も発生しています。そこで、通行機能の確保と歩行者の安全確保を目的として、「波返し」と「歩道」を整備します。

片側の歩道が未整備

調査・設計と工事の推進

歩行者の安全確保

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

・歩道の連続性と歩行者等の安全・安心な通行が確保されます。

越波被害の防止
・波返しの整備により、越波被害による通行障害や沿道住民に及ぼす被害を防止
   できます。

完成予定

・狭い歩道が片側にしかないため、歩行者の通行に支障をきたしています。

高潮時の越波被害
・平成１８年１０月には、波浪による越波被害で通行止め（３時間３０分）が発生し
  ています。

・調査・設計及び歩道と越波対策（擁壁工）の工事を推進します。

早期完成を目指します。
（完成に向けた円滑な事業実施環境が整った段階で確定予定）

江之網
歩道
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道路構造物の予防保全道路構造物の予防保全
　完成から長期間が経過し、損傷が著しい橋梁やトンネルなどの道路構造物について、定期的な点検と計画的な補修・

補強を実施することで、構造物の長寿命化を推進します。

日々の暮らしを支える道づくり

老朽化が進む道路構造物

緊急輸送道路としての安全性・信頼性の向上

道路構造物の長寿命化

現在の問題

平成２７年度 実施内容

事業効果（予測）

・毎日、道路交通を支えている道路構造物は、走行車両による振動や風雨・日
   照等の影響により、劣化や損傷が進行しています。管内の道路構造物は、昭和
   ３０～４０年代に建設されたものが多いため、今後急速に老朽化が進行する
   ものと想定されます。このため適切な維持管理を怠ると大規模な補修・補強
   が必要となる時期が集中してしまいます。

予防保全の推進
・ひび割れが発生したコンクリートを補修します。
・腐食した支承や排水管を更新します。
・漏水や機能低下した伸縮装置を更新します。
・漏水がある橋梁の防水層と舗装を補修します。
・橋桁に落橋防止装置を設置します。
・高さの高い橋脚の巻立て工事を行い、補強します。

・東日本大震災クラスの地震においても、耐震補強を実施した橋梁には著しい
   損傷が発生しなかったように、緊急輸送道路としての安全性・信頼性が向上
   します。

・致命的な損傷を受ける前に補修するため、少ない費用で計画的に道路構造物
   の長寿命化が図れます。

老朽化による事故の懸念
・大規模な補修・補強の時期が集中すると、維持管理費用の不足により補修・
   補強工事を行うことができず、老朽化による事故や災害等を引き起こす可能
   性が懸念されます。

▲一般国道６号　松久須根大橋（いわき市）の耐震補強後の状況

橋脚をコンクリートで
巻立て補強しました

▲一般国道６号 久世原トンネル（いわき市）の点検状況

▲一般国道６号 大久川橋（いわき市）の点検状況

▲一般国道６号 高瀬川橋（南相馬市）の
　耐震補強（制震ダンパー設置）状況

▲一般国道６号 上荒川橋（いわき市）の
   耐震補強（免震支承設置）状況



常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
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越
自
動
車
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越
自
動
車
道

水
石
ト
ン
ネ
ル

水
石
ト
ン
ネ
ル

いわき
三和IC

いわき中央IC

通行規制区間　L=４.５㎞
49

49

相馬出張所

よつくら港

久之浜バイパス

長沢峠
ライブカメラ

南相馬南相馬

平
維
持
出
張
所
管
理

原
町
維
持
出
張
所
管
理

平
維
持
出
張
所
管
理

相馬バイパス

帰還困難
区域
居住制限
区域
避難指示
解除準備
区域

平成26年 10 月 1日時点
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事業効果（予測）

　道路空間を常に良好な状態に保つため、一般国道６号（管理延長１６３.１km）と一般国道４９号（管理延長３７.０km）

の道路管理を行うとともに、経常的な維持や道路施設の修繕を実施します。

道路管理道路管理

日々の暮らしを支える道づくり

　一般国道４９号の７.４kp～１１.９kpは、異常気象時に

おける事前通行規制基準に基づき「通行規制区間」となっ

ています。この区間は、連続雨量が２００mmに達する

と、地すべり、落石等の危険があるため全面通行止めを行

います。

　過去１０年間（平成１７年～２６年度）で、４回の通行

止めを実施しています。

通行規制区間

主な道路管理の内容

道路巡回による路面や沿道、交通状況の把握

道路清掃、排水施設清掃、路肩部の除草、緑地の維持管理

橋梁、トンネル等の構造物の点検、補修

法面等の点検、防災対策

冬期の除雪や路面凍結抑制剤の散布

街路灯やトンネル内の照明設備の維持管理

道路に関する情報提供

主な許認可の内容

沿道の店舗等への出入口を設置する場合の承認、指導等

公益施設や民間の看板等を設置する場合の占用許可、指導等

特殊車両の通行許可及び指導・取り締まり等

一般国道４９号

路線名 担当
出張所

区　間 延　長 気象等基準値 気象観測所
危険内容

通行規制区間 規制基準（通行止め）

距離標

４.５km
平維持
出張所

連続雨量
２００mm

自：いわき市好間町北好間字猪ノ鼻

至：いわき市三和町合戸字入藪

好間雨量観測所
（９.６kp）

地すべり
落石等

～
７.４kp

１１.９kp
～

み わ ま ち

よしままち いのはなきたよしま

ごうど いりやぶ

磐城国道事務所の管理路線

路線名

一
般
国
道
６
号

平
維
持
出
張
所

平
維
持
出
張
所

原
町
維
持

出
張
所

一
般
国
道

４９
号

担当出張所 管理延長起終点

６７.４
km

９５.７
km

３７.０
km

２００.１
km

合　計

自:茨城県北茨城市平潟町地先
ひらかたまち

茨城県境（距離標１７３.９ｋｐ）

じょうばん　 かみ  や     だ   まち ぬまのだいら

自:いわき市常磐上矢田町沼平地先
一般国道４９号起点（距離標０.０ｋｐ）

ひさ の  はままち すえつぎ かみながさわ

至:いわき市久之浜町末続字上長沢地先
広野町境（距離標２２３.６ｋｐ）
ひろ の まち

ゆうすじひろ の  まち ながさわ

自:双葉郡広野町大字夕筋字永沢地先
いわき市境（距離標２２３.６ｋｐ）

ふた 　ば

しん ち まち らち   き   ざき き ざき

至:相馬郡新地町大字埒木崎字木崎地先
宮城県境（距離標３０９.２ｋｐ）

そう ま

かみ み さか こ   じ  また

至:いわき市三和町上三坂字古事又地先

平田村境（距離標３４.８ｋｐ）

み　わ まち

ひら た むら

※バイパスによる重複区間や距離標の不連続区間があるため、距離標の差分と管理延長は一致しません。

楢葉町



地域の皆さまのご協力のもとに、道路を安全に利用できるよう

道路管理を推進しています。

道路愛護団体／ボランティア・サポート・プログラム

道路緊急ダイヤル　♯９９１０(24時間受付）

道路管
理の推

進

道路情報システム 建設機械

　路面状況や雨量等の情報を光ファイバー網を用いて迅

速に収集し、道路巡回に役立てているとともに、リアルタ

イムでホームページや携帯サイトに提供しています。

　浜通り地方の人々の暮らしを安全で快適にするため、下

表の建設機械を用いて、効率的な道路管理を行っていま

す。

　車両の走行に支障となる道路の「穴ぼこ」や「落下物」

などの緊急事態を発見しましたら、道路利用者から直接、

緊急通報していただくことで道路管理者が迅速な対応を

図るものです。

　固定電話（プッシュ回線のみ）、携帯電話、ＰＨＳから無

料でご利用できます。

　

　※緊急通報以外の道路に関するご相談は、「道の相談

　　室」をご利用願います。

　　道の相談室：ＴＥＬ.０２４６-２３-０９６４（管理課内）

用　途 建設機械名 計
配備出張所

平維持 原町維持

照明車

防災コンテナ

パトロールカー

路面清掃車

標識車

トンネル内装板清掃機械

路面整正機（常温切削式）

トンネル点検車

排水管清掃車

凍結抑制剤散布車

除雪グレーダ

合　計

１

１

２

１

３

１

１

１

１

５

２

１９

２

３

２

７

１

１

４

１

３

１

１

１

１

８

４

２６

災害対策用

道路維持用

除雪用

（平成２７年４月現在） 単位:台

　道路の美化のため、植栽や清掃等のボランティア活動

をとおして道づくりを支えている方々が道路愛護団体の

皆さまです。磐城国道事務所では、道路愛護活動に特に

功績のあった団体･個人の方々につきまして、年度ごとに

表彰しています。

　また、ボランティア･サポート･プログラム（ＶＳＰ）とい

う制度もあります。これは、当事務所と所定の協定を締結

することにより、清掃・除草等の日常管理業務に地域住

民の方々が参画することを支援するものです。活動実施

団体には、団体名を明記したサインボードの設置や活動

用具の支給を行っています。

▲一般国道６号（いわき市）での活動状況

▲道路愛護団体表彰式
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　　磐城国道事務所が担当している道路等の施設や情報、知識

などを提供しながら「総合的な学習の時間」のお手伝いをさせ

ていただきます。実際の現場や施設の見学等の体験をとおし

て、モノづくりの大切さや興味を深めていただき、次世代を担

う子どもたちの意欲的な学習をサポートします。

　多くの皆さまに国土交通省の事業や施策を知っていただき、皆さ

まの率直なご意見を聞かせていただくための場として出前講座を実

施しています。道路に関する講座メニューを各種用意していますの

で、ぜひご利用ください。「一般用」、「小･中学校用」、「高等学校

用」のメニューを用意しています。

　お申し込みは、地域づくり相談室へお電話下さい。

　地域づくり相談室：ＴＥＬ.０２４６-２３-０９６３（調査課内）

出前講座

現場見学会

工事現場学習（現場見学会）

浜通りの高速道路

浜通りの国道

道路の役割と出来るまで

道の駅

電線共同溝

道路の管理と防災

交通安全対策

地域づくりとコミュニケーション

地域の皆さまとともに、地域づくりや道づくりに関わる

さまざまな学習活動やイベントを推進しています。

出前講座メニュー

▲国道４９号　平バイパス
（見学者：上荒川地区の住民の皆さま） ▲国道１１５号　阿武隈東道路（東楢這橋）

（見学者：山上小学校）

▲国道１１５号　阿武隈東道路（西楢這橋）
（見学者：喜多方市桐桜高等学校）

▲出前講座　国土交通省の仕事他
（受講者：いわき市立錦中学校）

平成２５年７月１５日撮影

平成２５年７月１１日撮影
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平成２５年８月２９日撮影

平成26年12月３日撮影

平成26年６月20日撮影

平成26年７月14日撮影



復興へ
の取組

浜通り地方の早期復興に向け、これまで以上にスピード感を

持って復興事業を加速していきます。

工事で発生する土砂の有効利用！

　相馬福島道路の建設現場では、切土工事やトンネル工事により

相当量の土砂が発生する一方、被災自治体では、海岸復旧工事や

復興まちづくりの整備に相当な規模の土砂を必要としています。

　そこで、建設発生土の

有効利用に向けて相双地

域の行政機関が一堂に会

する「福島県建設工事復

旧・復興相双地方連絡協

議会」等で土量や時期等

について需要と供給の調

整を行い、地域の復旧・復

興を支援しています。

　本会議は、福島県、復興

庁、国土交通省、東日本高

速道路（株）、関係市町村

長、地域経済界、報道関係

代表等が一堂に会し、事業

進捗の確認や事業促進に

向けた取組み等を議論し

ています。

「復興道路会議～福島県～」
                        による連携強化！

　復興支援道路である相馬福島道路の早期完成を図るため、すべ

ての関係者に対する事業進捗への合意形成と国・県・市町村・関

係機関の連携による課題解決を目的として、毎年開催していま

す。

　また、用地補償協議は、

土地立入説明会後、地元

の皆さまのご要望を設計

に反映しながら、設計説

明会と同時に用地幅杭説

明会を開催することによっ

て、計画的かつ円滑に行え

るよう取り組みました。

設計・用地補償協議の
　  同時並行による事業期間の短縮！

　従来は、説明会、測量、設計、用地補償協議等、すべてが完了し

てから工事に着手していましたが、設計と用地補償協議を同時に

進め、協議が成立した箇所から工事に着手して事業期間の短縮を

図っています。

　平成２４年４月に相馬福島道路整備の前線基地となる「相馬出

張所」を相馬駅前に開設し、体制を強化しました。これにより、相

馬西道路は、事業化から１年３箇月という異例のスピードで工事に

着手することができました。

　また、通常の出張所は、

工事担当職員を配属する

部署ですが、相馬出張所へ

は用地担当職員も配属さ

せることによって、迅速な

用地取得に努めていま

す。

相馬出張所の開設による体制強化！

施工方法の工夫による工事期間の短縮！

　さらに、トンネル工事で

は、地山の両側から掘削

することにより、工事期間

の大幅な短縮を図る計画

です。

　鉄筋の組立てや生コンクリートの養生期間の確保等で時間を要

す鉄筋コンクリート構造物等は、あらかじめ工場で製造し、現場で

組立てるプレキャスト製品を活用することにより、品質の確保と工

事期間の短縮を図っていく計画です。また、プレキャスト製品を活

用することで、資材需給の逼迫を緩和する効果もあります。

▲相馬福島道路の状況（相馬西道路 横川高架橋）
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平成２７年６月撮影



２ 　 津 波 標 識

１　海抜表示シート

４　緊急時避難階段

３ 　 津 波 情 報 板

　津波標識を一般国道６号に設置

し、東日本大震災の津波で浸水した

区間を明示します。

　道路利用者の皆さまが常日頃か

ら、津波被害・浸水範囲を認識して

いただくことを目的としています。

復興へ
の取組

大規模地震時の津波被害を防ぐために、東日本大震災の

記憶を後世に残す社会資本整備に取り組んでいます。

　道路利用者が津波から迅速かつ

円滑に避難できるよう、道路施設等

に海抜の高さを明示しています。

　海抜表示シートは、歩行者の目線

高さに合わせて、地盤から１.５ｍ程

度の高さに設置しています。

　津波情報板は、津波注意報・津波

警報・大津波警報が発表された場合

に、自動的にリアルタイムで情報板

に表示され、道路利用者へ周知しま

す。また、継続してその後の交通規

制情報等も迅速にお知らせします。

　平成２４年３月に、いわき市佐糠

地区において、福島県内で初めての

緊急時避難階段（２箇所）を設置し

ました。

　この階段により、佐糠地区の住宅

地から常磐バイパスの歩道へ安全に

避難できるようになりました。

▲青地に白文字です。

▲白地に青文字です。

▲白地に青文字です。
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南相馬

新地地区

四倉地区

佐糠地区
勿来地区

南相馬地区
（鹿島区）

南相馬地区
（小高区）

相馬地区

１ 3

3

2

2

3

3

3

2

１

１

１ ２

１

４

１

楢葉町



平成23年5月26日撮影

平成23年5月26日撮影

海岸線

R6 相馬バイパス

津波浸水エリア

平成23年3月12日撮影 国土地理院

東日本
大震災

時

の対応 道路は、災害時の救助活動や復旧活動に不可欠な社会資本

であるという重要な役割を果たすことができました。

▲東側の津波被害の爪痕

▲津波被害を受けなかった
　西側では、田植えがはじまりました。

▲車道に約５０cmの段差が発生し、通行不能となりました。

※道路啓開とは・・・地震や津波で道路を埋め尽くした瓦礫の山を撤去し、再び通行可能にする作業のこと。

▲津波により船舶が打ち上げられたほか、瓦礫や土砂が堆積し、
   通行不能となりました。

▲船舶や堆積物を取り除くとともに、法面の応急対策を行い、
   被災から約１箇月後の４月１０日に全面開放しました。

▲砕石等による応急復旧を行い、被災から５日後には暫定的に
   交通開放し、４月２５日に復旧工事が完成しました。

●いわき市四倉町

●新地町駒ヶ嶺 被災状況

被災状況
よつくらまち

しん ち まちこま が みね
復旧状況

復旧状況

相馬バイパス 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災においては、
相馬バイパスが津波をストップし、相馬市街地を守りました！

一般国道６号

東日本大震災直後の被災状況と復旧・啓開
※
状況

　東日本大震災では甚大な被災を受け、一般国道６号の一部区間では通行不能となりましたが、平成２３年３月１１日の夜
間から応急復旧工事に着手し、住民の避難路や救命・救援車両の通行路を確保しました。

■ 盛土区間が防潮堤の役割を果たす！

そう      ま
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大型車のすれ違いが困難

道路整備事業が完了した際には、道路の整備効果を計測し、

道路利用者の皆さまにご紹介していきます。

事業の
整備効

果

いわき中央IC入口交差点
平成２６年１１月５日に「左折車線
設置」と「右折車線延伸」の整備
が完成しました！

●朝の渋滞長　　 ８２０ｍ ⇒ ６５０ｍ

●夕方の渋滞長　９７０ｍ ⇒ ０ｍ
　　　※７時台、19時台の最大渋滞長

一般国道49号

いわき三和トンネル 平成２２年８月に開通しました！一般国道４９号

　国際海上コンテナを積み替えることなく輸送できることにより、小名浜港から中通り

方面への物流を支援しています。

　トンネル前後の急勾配（５％）区間を解消するルートを形成したことにより、路面凍結

時等の交通事故が減少しています。

■ 国際海上コンテナ車両のすれ違い通行可能！

■ 急勾配区間の解消による交通事故の減少！

【整備前】 【整備後】

いわき
三和トンネル

いわき中央IC
入口交差点

背高コンテナ
制限高＝4.1m

車道端部での
有効高＝3.7m

背高コンテナ
通行許可高＝4.3m

安全に通行
できるように
なりました !

500 5003,250 3,500

整備後

整備前 整備後

主な整備効果

主な整備効果

み　　　　　わ
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整備前

820

970

650

0
0

200

400

600

800

1000

1200

朝の渋滞長 夕方の渋滞長

（ｍ） 整備前 整備1ヶ月後

-１７０ｍ -９７０ｍ

平成25年3月7日　17時撮影 平成26年12月19日　17時撮影

・左折車線設置後、信号待ちの回数が減り、
かなりスムーズになったと効果を実感。

※Ｈ２６．１２実施の路線バス通行者へのヒアリング調査より

下り線側（郡山方面）断面図

  左折と直進車線が混合整備前   左折と直進車線を分離整備後
10.00m

14.50m

12.25m

14.50m

道路用地内で

車線を再配分
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磐城国道事務所ホームページでは、地域づくりや道づくりに関する話題等をタイムリーに提供しています。

アドレス
http://www.thr.ml it .go. jp/iwaki/磐城国道事務所のホームページ

インターネットや携帯電話などをとおして、磐城国道事務所が

取り組む活動や道路情報などをタイムリーにお届けします。

５分ごとに更新される
長沢峠の道路画像情報
や工事規制情報など、道
路利用者に役立つ情報
を提供しています。

浜通りみち情報

浜通りのみちに関する豆
知識を、「さんすう」、
「こくご」、「りか」、
「しゃかい」の視点から
楽しく学べるほか、昭和
２０年頃の陸前浜街道
を昔と今の写真で巡る
「思い出の部屋」があり
ます。

浜通り図書館

工事の進捗状況を写真
で公開しています。

【復興支援道路】
相馬福島道路工事状況

浜通り地方にある道の
駅の特産品や周辺観光
を紹介しています。

道の駅紹介

災害時の緊急情報は、
こちらをご 覧くださ
い。

緊急・災害・規制情報

工事や業務の入札情報
や契約情報を公開して
います。

入札・契約情報

出前講座のお申し込み
はこちらです。

出前講座・現場見学会

最新情報は、すべてこち
らに表示されます。

新着情報

各出張所からも工事の
最新情報など、積極的
に情報発信を行ってい
ますので、ぜひご覧下さ
い。

出張所通信(かわら版)



-----------------------------------------
・緊急・災害情報 
-----------------------------------------

・福島県の雨量情報
・浜通りのみち情報
├・雪情報
├・雨情報
└・道路規制・工事情報
・道路画像情報(長沢峠)
・相双地区道路情報
・東北河川情報(レーダ雨量)
・地域のニュース・天気
・リンク集

-----------------------------------------
(C)国土交通省磐城国道事務所
�0246-23-2211(代)
�iwaki@thr.mlit.go.jp 
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携帯電話からでも、浜通りのみち情報（雨量、降雪量、道路規制・

工事情報等）などをご覧いただけます。

共通ＱＲコードで
簡単アクセス

磐城国道事務所の携帯サイト
http://keitai.thr.mlit.go.jp/iwaki/

（docomo、au、SoftBank共通)　　

各出張所では、工事の最新情報や道路に関する情報を「かわら版」でお知らせしています。

各出張所でも掲示・配布していますので、お気軽にお立ち寄り下さい。出張所のかわら版

・福島の雨量情報
-------------------------------------------
箇所名 時間 連続
-------------------------------------------
○国道６号
いわき泉   0   0
自由ヶ丘   0   0
いわき平   0   0
富 岡 町   0   0
南相馬市   0   0
新 地 町   0   0

平出張所 平維持出張所

相馬出張所

平出張所
ＮＯＷ！

はらまちロード
ＮＯＷ

相馬出張所
だより

平維持出張所
ｎｅｗｓ

【長沢峠付近】
現在の画像

原町維持出張所



・一般国道６号平鎌田交差点改良完成

・常磐・平バイパス上矢田交差点立体化完成

・阿武隈東道路工事着手
・相馬バイパス全線開通（２/４車線）

・常磐バイパス（三沢～上矢田地区：Ｌ=２.３km）
　　　　　　　　　　　　　　　　４車線化完成

・常磐バイパス（南富岡地区：Ｌ=１.８km）
　　　　　　　　　　　　　 ４車線化完成

・相馬バイパス３工区（Ｌ=２.２km）２車線開通
・常磐バイパス住吉交差点立体化完成

・国土交通省東北地方整備局磐城国道工事事務所に組織改編
・平バイパス番匠地交差点立体化完成

・常磐バイパス全線開通（２/４車線）

・建設省東北地方建設局磐城国道工事事務所設立５０周年
・相馬バイパス工事着手
・久之浜バイパス２工区（Ｌ=２.３km）２車線開通

・久之浜バイパス２工区（Ｌ=２.３km）工事着手
・平バイパス全線開通（２/４車線）

・２級国道１１５号（現４９号）に指定

・２級国道１１５号が１級国道４９号に昇格

・一般国道４９号いわき水石トンネル開通
・相馬バイパス２工区（Ｌ=３.０km）２車線開通

事務所のあゆみ
事務所のあゆみ 事務所長

・道路事業に関する土地などの取得、建物移転などの補償業務を担当しています。用地課

建設
監督官

上席
専門職

建設
専門官

保全
対策官

事業
対策官

副所長 用地官

年　度

昭和２８年度昭和２８年度
（１９５３年）（１９５３年）

昭和３７年度昭和３７年度
（１９６２年）（１９６２年）

組　織

平成７年 度平成７年 度
（１９９５年）（１９９５年）

平成１０年度平成１０年度
（１９９８年）（１９９８年）

平成１１年度平成１１年度
（１９９９年）（１９９９年）

平成１２年度平成１２年度
（２０００年）（２０００年）

平成１３年度平成１３年度
（２００１年）（２００１年）

・国土交通省東北地方整備局磐城国道事務所に名称変更
平成１５年度平成１５年度
（２００３年）（２００３年）

平成１４年度平成１４年度
（２００２年）（２００２年）

平成１６年度平成１６年度
（２００４年）（２００４年）

平成１７年度平成１７年度
（２００５年）（２００５年）

平成１８年度平成１８年度
（２００６年）（２００６年）

平成１９年度平成１９年度
（２００７年）（２００７年）

平成２０年度平成２０年度
（２００８年）（２００８年）

平成２１年度平成２１年度
（２００９年）（２００９年）

平成２３年度平成２３年度
（２０１１年）（２０１１年）

・一般国道４９号いわき三和トンネル開通
・平バイパス（上矢田地区：Ｌ=０.８km）４車線化完成
・東日本大震災

・相馬西道路事業着手

平成２４年度平成２４年度
（２０１２年）（２０１２年）

・相馬出張所を開設
・相馬西道路工事着手

平成２５年度平成２５年度
（２０１３年）（２０１３年）

平成２６年度平成２６年度
（２０１４年）（２０１４年）

・平バイパス（内郷高架橋：L=569m）４車線化完成

・常磐バイパス（錦地区：L=1.3㎞）４車線化完成

平成２２年度平成２２年度
（２０１０年）（２０１０年）

総務課
・事務所の一般受付窓口･職員の福利厚生に関することなどを担当し、事務所
  の全体調整を担当しています。

経理課
・工事代金の支払いなどの予算の管理事務、工事や調査の発注、物の購入など
  事務所が行う様々な契約に関する事務等を担当しています。

調査課
・現在の道路交通状況等を把握し、バイパス等の道路計画策定や道路整備効
  果等に関する調査全般を担当しています。

管理課
・道路の維持管理や維持管理に不可欠な車両･機械、電気、通信設備の管理
  及び通行規制･特殊車両の運行許認可等を担当しています。

工務課
・管内国道のバイパスや拡幅事業に関する設計･協議･工事発注に関する業務を
  担当しています。

・常磐バイパス、平バイパスの拡幅事業の工事監督を担当しています。平出張所

・阿武隈東道路、相馬西道路の用地取得及び工事監督を担当しています。相馬出張所

平維持出張所 ・日々のパトロールや舗装･歩道の工事、除雪作業等を行い、道路を管理しています。
・道路を使用するための様々な事務手続きも担当しています。（いわき市内）

道の相談室
（管理課内）

・道路（高速道路・国道・県道・市町村道）に関する意見・質問などを受け付け
  る相談窓口です。

地域づくり相談室
（調査課内）

・地域づくりに関する施設の相談やアドバイスなど、地域の特性を生かした
  活力ある地域づくりのための相談窓口です。

技術開発相談室
（工務課内）

・工法・材料等に関する新技術情報について、民間から積極的に取り入れ、
  広く所管事業に活用するための相談窓口です。

原町維持出張所
・日々のパトロールや舗装･歩道の工事、除雪作業等を行い、道路を管理しています。
・道路を使用するための様々な事務手続きも担当しています。（相双地域）

平成27年度 事業費構成

・久之浜バイパス１工区（Ｌ=３.７km）工事着手
・平バイパス（内郷地区：Ｌ=０.９km）４車線化完成

・第２次世界大戦の終戦により閉鎖

・内務省仙台土木出張所
　　　　磐城国道工事事務所と改称

・内務省仙台土木出張所
　　　　福島第二国道改良事務所を設置

昭和１１年度昭和１１年度
（１９３６年）（１９３６年）

昭和１８年度昭和１８年度
（１９４３年）（１９４３年）

昭和２０年度昭和２０年度
（１９４５年）（１９４５年）

・第６号国道が１級国道６号と改称

・建設省東北地方建設局
　　　　磐城国道工事事務所を設置

昭和２３年度昭和２３年度
（１９４８年）（１９４８年）

昭和２７年度昭和２７年度
（１９５２年）（１９５２年）

・１級国道６号と４９号はそれぞれ
　　　　一般国道６号と４９号になる

・平出張所を開設
昭和３８年度昭和３８年度
（１９６３年）（１９６３年）

昭和４０年度昭和４０年度
（１９６５年）（１９６５年）

・平維持出張所、原町維持出張所を開設
昭和４１年度昭和４１年度
（１９６６年）（１９６６年）

・常磐バイパス工事着手
昭和４４年度昭和４４年度
（１９６９年）（１９６９年）

・一般国道４９号（平～新潟間）を全面開通
昭和４６年度昭和４６年度
（１９７１年）（１９７１年）

・平バイパス工事着手
昭和５９年度昭和５９年度
（１９８４年）（１９８４年）

（単位：百万円）

７,４１０

１,５７７

４０

９,０２７

９,９６２

１,５１８

０

１１,４８０

１．３４

０．９６

ー

１．２７

事業区分 平成２６年度 平成２７年度 前年度比

合　計

改築

交通安全

電線共同溝

道路関係
事 業 費

※１　「維持修繕関係事業費」を除く金額で記載。

※２　上記金額は、工事関係費で記載。
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道路の異状を見つけたらご一報ください。
共通ＱＲコード

みち情報
携帯サイト

道路緊急ダイヤル #9910#9910#9910#9910
（２４時間受付）

〒９７０-８０２６　福島県いわき市平字五色町８-１

TEL.０２４６-２３-２２１１( 代 )   FAX.０２４６-２２-４２６１

〒９７５-００３８　福島県南相馬市原町区日の出町２８９
TEL.０２４４-２２-２５３０　FAX.０２４４-２４-１６４０

原町維持出張所

原
ノ
町
駅

至東京

至仙台

原町第二中

道の駅
「南相馬」

南相馬市立
総合病院

6

原町維持出張所
常
磐
線

〒９７６-００４２　福島県相馬市中村字塚ノ町６５-１６ 振興ビル7階
TEL.０２４４-３５-１１４５　FAX.０２４４-３５-１１４６

相馬出張所

〒９７０-８０２６　福島県いわき市平字五色町８-１
TEL.０２４６-２３-２２１１( 代 )　　FAX.０２４６-２２-４２６１

磐城国道事務所

〒９７０-８０３３　福島県いわき市自由ヶ丘６２-２６
TEL.０２４６-２８-０６４４　FAX.０２４６-２９-６７５０

平維持出張所
〒９７０-８０２１　福島県いわき市平中神谷字六本榎２０

TEL.０２４６-３４-８３９４　FAX.０２４６-３４-６２０６

平出張所

相談窓口　／　土・日・祝日・年末年始（12/29～1/3）を除く8：30～17：15

窓口：管理課（上席専門職）

道の相談室

ＴＥＬ．0246-23-0964

　　道路（高速道路･国道･県道･市町村道）に関するあらゆる相談･意見･苦情･質問等を受け

付ける窓口です。寄せられた意見は、「道の相談室」で受け付けた後、各道路管理者が回

答を用意し、速やかに返答する「ワンストップサービス」を行うもので、意見等は集計･整理

し、道路施策に反映されています。

窓口：調査課（建設監督官）

地域づくり相談室

ＴＥＬ．0246-23-0963
　　地域の特性を生かした活力ある地域づくりのための相談室です。地域づくりに関する施設の相

談やアドバイス、国土交通省施策の紹介や情報の提供など、さまざまな活動をしています。

お気軽にご相談ください。

窓口：工務課（専門官）

技術開発相談室

ＴＥＬ．0246-23-2214
　　技術･工法･材料等に関する新技術開発について、そのニーズを多く保有している民間からの新

技術情報を積極的に取り入れ、広く所管事業に活用するための相談窓口です。

　　県や市町村への技術支援も行っています。

事務所・出張所の所在地
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